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2023年３月期 通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 
最近の業績の動向等を踏まえ、2022 年５月 10 日に公表した業績予想を、下記のとおり修正しましたのでお知

らせいたします。 

 

記 

 

１． 2023 年３月期通期連結業績予想の修正（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日） 

 連 結 売 上 高 連 結 営 業 利 益 連 結 経 常 利 益 
親会社株主に帰属する 

当期純利益 

１ 株 当 た り 

連結当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 110,000 31,000 29,600 20,000 329.48 

今回修正予想（Ｂ） 110,000 35,000 32,300 22,000 362.43 

増 減 額（Ｂ－Ａ） －  4,000 2,700 2,000 －  

増 減 率（ ％ ） －  12.9 9.1 10.0 －  

（参考）2022 年３月期実績 95,712 26,642 25,023 16,669 274.61 

 

 

２．修正の理由 

 第２四半期連結累計期間の業績は、主に為替が円安に推移したことに加え、事業環境は厳しい中でも、これ

まで取り組んできた技術トレンドに先回りして開発した高付加価値製品の提案・提供を通じ、高価格帯製品向

けでの新規顧客・新規案件の獲得・新部位への採用、新製品の貢献に加え、中価格帯製品向けにも採用が広がっ

たことで当社の稼ぐ力が向上したこともあり、前期同期比では増収増益となりました。しかしながら第２四半

期以降、低価格帯の最終製品需要の減速感がさらに強まっております。 

第３四半期以降については、中国ゼロコロナ政策やサプライチェーンの混乱、最終製品需要の減速など事業

環境の不透明感の強まりを踏まえリスクを織り込み、通期売上高予想は据え置くものの、稼ぐ力の向上および

為替前提レートの見直しにより、営業利益以下の各利益を上記の通り上方修正いたします。なお、第３四半期

以降の為替前提レートを 118.0 円/米ドルから 145.0 円/米ドルに見直しております。 

 

 

＜見通しに関する注意事項＞ 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、当社としてその達成を約束する趣旨のものではありません。実際の業績は様々な要因により異なる可能性があります。 

 

以上 


